
「食」を通じた
地域の見守り機能強化

研修会
母子生活支援施設
「ボ・ドーム大念仏」の地域支援

令和６年１２月１７日（火）

大念仏寺社会事業団 ボ・ドーム大念仏 主任 杉田 一博



ボ・ドーム大念仏 施設概要
設置主体 ：社会福祉法人 大念仏寺社会事業団

運営主体 ：社会福祉法人 大念仏寺社会事業団

設置年月日：昭和３１年６月２９日

住所 ：大阪市平野区平野上町１－７－３

JR平野駅から徒歩10分 大阪メトロ谷町線平野駅から徒歩15分

建物構造 ：鉄筋コンクリート造地上７階・地下１階建（４～６階居室）

定員 ：母子３０世帯＋緊急一時保護２世帯

職員構成 ：理事長兼寮長１名 施設長兼副寮長１名 母子支援員５名

少年指導員・保育士・放課後児童支援員・個別対応職員１０名

（内、主任１名副主任３名）

調理員等１名 嘱託医１名 心理相談員２名 個別対応職員１名

特別生活指導員（学習指導員）１名 退所児アフターケア加算職員２名 等



全国母子生活支援施設協議会が掲げる3つの提言

・産前産後支援

→ 大阪市産前・産後母子支援事業「ボ・ドーム ダイヤモンドルーム」

・アフターケアを含めた地域支援

→ ヤングケアラー支援事業「ウィズ」

・親子関係再構築支援

→ 「ボ・ドーム大念仏」「大念仏乳児院」

「ボ・ドームダイヤモンドルーム」との連携

ココ



地域支援が広がるきっかけ

施設退所世帯へのアフターケア

「母子生活支援施設 退所児童支援ネットワーク事業」

大阪市2017年度事業開始

アフターケアの種類

「来所」「電話・メール・LINE」「心理療法」「学童保育」

「学習指導」「行事招待」「訪問」「機関連携」「その他」

2017年度1060件→2022年度4667件



ヤングケアラー支援事業「ウィズ」
大阪府福祉基金 地域福祉振興助成金 施策推進公募型事業

「地域におけるヤングケアラー支援のモデル事業」

「ヤングケアラー」とは？

子ども・若者育成支援推進法は「家族の介護その他の日常生活上の世話を過度
に行っていると認められる子ども・若者」として、ヤングケアラーを、国・地方公共
団体等が各種支援に努めるべき対象としています。

                   （出典：こども家庭庁ホームページ「ヤングケアラーについて」）

助成団体：大阪府下１０団体



ヤングケアラー支援事業「ウィズ」

①直接的支援（居場所づくり）

 学習支援「ウィズ学習会」 こども食堂「ウィズキッチン」

②間接的支援

平野区ハブ拠点事業「ひらのこどもみんな食堂 食材センター」

③機関連携





① こどもの居場所づくり
学習支援「ウィズ学習会」

平日毎日開催（下校後～１９時ごろ）

母子生活支援施設入所児童・地域児童（退所児童・学童保育卒業生・地域児童 等）が参加

小学生は宿題、中高生はテスト前の試験勉強や提出課題に取り組む

学習後はトランプをしたり、ゲームをしたりしながら遊ぶ

こども食堂「ウィズキッチン」

週1回程度開催（１７時～１９時ごろ）

地域児童（退所児童・学童保育卒業生・地域児童 等）やその保護者が参加

カレーライス、たこ焼き、お好み焼き、焼きそば、鍋料理 等



直接的な支援

・日常的にこどもとかかわることでヤングケアラーの早期発見に

努める。

・困難な状況になる前からつながり(信頼関係)をつくる。

・困難な状況に陥った場合でもスムーズに対応できるように。

→個別支援ケース（Tさん）の例



② ひらのこどもみんな食堂 食材センター
「こども食堂との連携」

平野区内や近隣のこども食堂への寄贈食材や寄贈物品等を配布する。

→フードバンクや支援者、企業等からの寄贈食材、寄贈物品を

食材センター内に保管＆配布

ヤングケアラー支援の取り組みをこども食堂や地域へPRする。

・平野区こどもの居場所交流会 ←平野区社会福祉協議会主催

・食でつながるフェスタおおさか ←こどもの居場所サポートおおさか主催

・大阪しあわせネットワーク 

平野区CSW連絡会 大阪市CSW連絡会 ←大阪府社会福祉協議会主催



② ひらのこどもみんな食堂 食材センター



② ひらのこどもみんな食堂 食材センター
平野区こども居場所交流会 食でつながるフェスタおおさか





間接的な支援

こども食堂への支援

→こどもを見守る大人(担い手)を増やす。

→地域に潜在しているヤングケアラーを浮かび上がらせる。

→ヤングケアラーを見守る。場合によっては専門的支援へつなげる。

地域ひとり親世帯 子育て世帯へのフードパントリー

→取り組みのPR（「ウィズ学習会」「ウィズキッチン」等）

→ヤングケアラーの啓発、あるいは専門的支援へつなげる。



③ 機関連携

平野区役所

学校（小学校・中学校・高校 等）

児童相談所

平野区社会福祉協議会 等

定例の連絡会

臨時の個別ケース会議（入所世帯・退所世帯）

→Tさんの事例



支援の手

・株式会社 リーアルネット様   （平野区社会福祉協議会より）

・大阪平野ロータリークラブ様（平野区役所より）

・株式会社三菱UFJ銀行様        （大阪市社会福祉協議会より）
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